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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、極北のチュルク系小言語ドルガン語の形成について、20世紀初頭にトゥル
ハンスク地方の言語調査記録を残したK.M.ルチコフによる資料に基づき分析した。これらの資料を詳細に分析すること
で、形成期のドルガン語は、現代ドルガン語文語(標準語)とは少なからぬ差異を有し、その形成に関わった異系統言語
との接触の痕跡をよく反映していたことが明らかになった。また、言語生態、即ち、「形成－発展－衰退－消滅の危機
」に言語コミュニティの置かれた社会的政治的状況が及ぼす影響についても分析を進めた。

研究成果の概要（英文）： In this research project, we have studied how Dolgan, a small language in the 
Far North of Siberia, was formed and developed. Thought the process of formation of this language is not 
obvious, the materials compiled by K.M.Rychkov, a Russian ethnographer, are available. Rychkov visited 
the Turukhansk region at the beginning of 20th century and left abundant materials and documents among 
which there are some in and on the Dolgan language. With his collection, we have revealed that the 
language recorded by Rychkov, which can be assumed to be the proto-Dolgan, is quite different from the 
present standard Dolgan. We can conclude from this that the multilingualism in this area was strongly 
involved in the development of the Dolgan language. We have also observed how the language ecology of 
"birth, development, decline, and endangerment" is influenced by its enviroments social as well as 
poitical.

研究分野：シベリアの諸言語研究
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１．研究開始当初の背景 
極北のチュルク系小言語ドルガン語(現在
の話者約 5000人)の形成には、その基盤とな
ったチュルク系言語ヤクート語の使用者の
他に、ヨーロッパロシアから到着し、そのま
ま残ったロシア語使用者、先住のツングース
系のエベンキ人、あるいはサモエード系のガ
ナサン人等が関与した。ドルガン語は、17~18
世紀頃の極北タイムル半島で芽生え、19世紀
末から 20世紀初め頃には、成立した。 
ドルガン語は、20世紀に入り、ロシア革命

(1917年)、ソ連邦崩壊(1991年)等大きな社会
変革を経験する。ロシア革命後、「超大言語」
ロシア語の影響がシベリアにも直接的かつ
大々的に及んだ。かつての「大言語」ヤクー
ト語は、文語の整備を行い、｢超大言語｣が言
語コミュニティを席巻するのをある程度く
いとめたが、文語のなかったドルガン語は初
期のソビエト政権により民族語教育の面で
も強力に推進された学校教育において標準
ヤクート語を文語とせざるを得ず、ヤクート
語の影響を再び強く受けた。その後のスター
リン体制下においてはソビエト市民育成の
ためにロシア語教育が重要視された。現在で
は若年層のみならず、母語をロシア語とする
ドルガン人が増えている。 
 ドルガン語は、話者数の少ない言語とはい
え、現在の言語状況を観察することが今なお
十分に可能であり、かつ近年になってロシア
国内で帝政ロシア時代の調査文献の情報が
得られるようになり、その利用が可能になっ
ている(申請時に代表者は既にこれら 20世紀
初頭の文献記録の一部を入手し分析を進め
つつあった)。更に、20 世紀の大きな社会的
変革を幾度か被りその影響下での言語コミ
ュニティの変容についてもロシア人研究者
及びドルガン人研究者等による諸文献で確
認することができる。即ち、ドルガン語につ
いては、＜新言語形成－発展－衰退・消滅あ
るいは更なる発展(｢成熟｣・新言語の形成)＞
という、一般には実際に観察することが困難
な過程をつぶさにみることができる。 
 ロシア人研究者、ルィチコフ K.M.は 20世
紀初頭 10 余年間、クラスノヤルスク地方エ
ニセイ川及びその支流域北部を中心とする
旧トゥルハンスク地方で北方ツングース(ル
ィチコフ資料ではこの中にはドルガンも含
まれている)のフォークロア収集にあたり、多
くの未刊行の資料を残している。ドルガン語
情報はこれまでミッデンドルフがドルガン
氏族とその言語について言及した簡単な報
告が 19 世紀半ばにある以降は、ソビエト時
代の 1930 年代後半以降のウブリヤトワの言
語調査やポポフの民話資料調査までまとま
った資料はなかった。ルィチコフの資料によ
り、ウブリヤトワのドルガン語資料より凡そ
１世代前のソビエト政権がシベリアに及ぶ
以前の言語の姿をとらえることができ、これ
は新言語形成のメカニズムとその発展の初
期の状態を確実に知らせる重要な資料でこ

の分析を通じて、言語形成の１類型を明確に
示すものである。 
   
２．研究の目的 
新言語の形成の１類型を言語内外のデー
タに基づき、提出することを目的とする。異
系統言語の接触により新しい言語が形成さ
れる過程やその後の発展の過程をたどるこ
とは興味深いが、実際のデータに基づいてそ
れを観察することは難しい。しかし、幸いな
ことに極北のチュルク系小言語ドルガン語
についてはそれが可能である。本研究課題で
は近年、資料として使用することが可能にな
った 20 世紀初頭(帝政ロシア時代)のドルガ
ン語調査資料に基づき、そこに反映されたド
ルガン語の形成過程を明らかにする。 
また、一方、現在、言語面においてもグロ
ーバル化の潮流が今後引き起こす個々の言
語への変容は具体的には予測不可能である。
しかし、シベリアの小言語に 20 世紀の社会
的政経的変革がもたらした影響を雛型とと
らえることで、グローバル化が引き起こす言
語変容の一つのあり方を予測することも可
能であり、これを目的の一つとしたい。 
ドルガン語については、形成過程をルチコ
フの資料の分析を通して辿った後、この言語
の発展をソ連邦時代あるいは連邦崩壊後の
ドルガン語資料や申請者による言語調査資
料さらには社会体制の変換などの言語外的
事実からも探り、言語の生態を分析する。こ
の分析により新言語形成とその生態の１類
型を提出することを目的とする。 
 なお、言語の生態を探るにあたり、同系の
古代語であるウイグル語と当時の漢語の接
触を反映する言語資料を文献から分析する
ことも同時に進行させ、小言語であるドルガ
ン語と大言語ロシア語との接触の類型と対
照することも発展的課題としては視野に入
れたい。 

 
３．研究の方法 
本研究課題ではルィチコフによる形成期
のドルガン語資料に基づきドルガン語をモ
デルに言語形成の１類型を提出するにあた
り、主に以下の段階を考えた。1 ドルガン語
形成期に関わった諸言語の影響の分析、2 ド
ルガン語がドルガン族の言語として成立し
た後の発展萌芽期における当該言語とその
言語コミュニティの分析、3「小言語」ドル
ガン語にもたらされた「大言語」ヤクート語
の影響とその分析、4 民族のアイデンティテ
ィを支える言語としてのドルガン語と｢超大
言語｣ロシア語の脅威と言語コミュニティ維
持に関わる諸問題の分析を行う。さらに 5ド
ルガン語をモデルとして新言語形成の契機
やその背景について具体的なデータに基づ
き類型を提出する。最終的には、極北に限ら
ずシベリア全域に様々に分布する言語、ある
いは古代から現在に至るチュルク系諸言語
の生態をあらためて見直し、言語取り替え、



ピジンのクレオール化等、これまでの言語接
触の類型に新たな観察視点を提供できるか
検証していきたい。 
 
４．研究成果 
 本研究課題において行ったドルガン語形
成過程の分析を主に 20 世紀初頭のルチコフ
資料に基づき行い、この言語の形成期に生じ
た具体的な言語接触の様相を明らかにする
ことが出来た。  
 また、これまであまり研究対象として取り
上げられることのなかったルチコフ資料を
論文の形で発表した。ルチコフ資料について
は、未だ公刊されていないものが大半である
が、ルチコフの収集したトゥルハンスク地方
の 20 世紀初頭の言語資料を公刊する準備も
行った。以下にやや詳しく述べる。 
 (１)ルチコフ資料におけるドルガン語記
録の収集：ロシア科学アカデミー東洋文献研
究所には、例えば、中央アジア出土の写本な
どを収集した写本部、出版物として刊行され
た書籍を収める図書部、様々な古文書を集積
したアーカイブなど、いくつかの部署がある
が、アーカイブの中に「東洋学者等のアーカ
イブ」と称する部門がある。そこに、K.M.ル
チコフの遺した各種文献資料(言語調査記録、
著作、カード式辞書等)が収められている。
これらルチコフ資料の大半は、ツングース語
（20 世紀初頭に現在のクラスノヤルスク地
方北部域で話されていたエベンキ語）の言語
資料であるが、1500 余語から成るドルガン語
―ロシア語(カード辞書)が遺されている。今
回の課題では既に代表者がその写しを入手
し着手していたデータ整理をさらに進めた。
また、この資料に加え、シャーマニズムに関
連するツングース語資料に混在していたチ
ュルク語資料を確認することができ、その複
写も入手した。 
（２）ルチコフ辞書の分析：ルチコフによ
るカード形式のドルガン語辞書の分析を行
った。未だ、全ての語彙について分析済みと
は言えないが、ルチコフの記録したドルガン
語は、その形成の基盤となったヤクート語と
は著しく異なり、現代の標準ドルガン語の語
彙とも少なからず乖離していることが明ら
かである。本研究においては、ルチコフ資料
のドルガン語の来源が不明である語彙につ
いて検討を重ねた。また、来源は判明したも
のの逸脱した語彙形式が散見されるが、これ
らについて、その由来するところをツングー
ス語をはじめ、周辺のサモエード系言語との
関わりから分析した。それらの接触について
は、言語形成、すなわち、ドルガンという民
族集団の形成に関わった言語話者の存在が
あったことが具体的に反映されているとみ
ることができた。 
（３）ルチコフ資料にみる現代標準ドルガ
ン語からの逸脱は、ルチコフが記録した時期
以降にドルガン語の置かれた状況が反映し
ていることが、ソビエト連邦時代に出版され

た民族学分野の文献などを辿ることにより
推測できる。一つには、ドルガン語は、その
文語（標準語）をヤクート語でながらく代用
しており、1980 年代まで文語を持たなかった
経緯がある。そのため、ようやくできあがっ
た現代ドルガン語標準語は、ヤクート語との
差異が非常に小さい。 
上記でも述べてきたように、ルチコフの記
録したドルガン語が、現代ドルガン語からの
逸脱が大きいのは、20 世紀半ば以降の言語使
用事情によるものであると推察される。ルチ
コフのドルガン語を、形成が成立する時期の
ドルガン語と考えた時、ヤクート語を規範と
する形での接触がなければ、ドルガン語は、
今日の標準ドルガン語とは大きく異なる発
展を遂げていたと思われる。形成―発展を辿
ってきたドルガン語は、21世紀に入り、著し
くその話者数を減少させている。近年のロシ
ア語との大量接触の様相を詳細に観察する
ことを通じて、さらに衰退－消滅の危機へと
続く言語生態を確認する必要がある。本研究
では、その最終段階の手前までは観察を終え
た段階である。 
（４）ルチコフ資料の中にある直接的な言
語資料以外の、婚姻あるいはそれに類した行
事の際に記録されたと覚しき詩歌(唄)のテ
キストを見いだした。このテキストには、チ
ュルク語、ツングース語、ロシア語の要素が
明らかに混在しており、当時の当地の言語接
触の様子が観察される。研究期間内に口頭発
表は行ったが、近日中に解説を付して、紹介
論文を発表する予定である。辞書にみる語彙
資料以上に、どのように異系統言語がコミュ
ニティで用いられていたか、を示す恰好の資
料である。 
（５）上記までの成果に加え、チュルク系
言語の古い接触の有様を如実に物語る資料
の研究に従事し、ウイグル語古文献の分析に
参加した。ウイグル文字表記された漢語音の
文献研究の成果とりまとめに、共著者として
参加した。 
（６）北方諸言語使用域の文化的要素につ
いて、一般向けの著作に研究成果の一端を提
供し、併せて、周辺言語に関わる情報を得た。 
（７）ウェブ上で研究成果の公開をすすめ
るためのプラットフォームとして HP を解説
した。本研究課題による研究に限らず、ユー
ラシアの言語研究に関する成果を国内外に
発信できる端緒を築くことができた。 
（８）今後の課題（近い将来的な課題）：
本研究で明らかになったドルガン語形成上
の特徴を、ルチコフ資料(ドルガン語-ロシア
語辞書、詩歌など)の出版とともに刊行した
い。特に、辞書については、E.K.ペカルスキ
ーの『ヤクート語辞典』に収録された、約 300
語のドルガン語語彙及び現代標準ドルガン
語語彙と対照した形で出版する。 
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